
審査制度の確立して
いる学術雑誌に筆頭
著者(複数第一著者可)
として原著論文を２編
以上発表している
(印刷中のものを含む)

審査制度の確立して
いる学術雑誌に筆頭
著者として原著論文
1編を発表している
(印刷中のものを含む)

審査付き国際学会に
筆頭著者（複数第一
著者可）として1 編
以上発表し、その
プロシーディングが
公開されている

自身の制作や
プロジェクトの作品
1 点が、審査制度の
確立している組織に
よって国際的に評価
されている

大学院博士課程に
修業年限以上在学
し、所定の単位を
修得し退学した

資
格
・
申
請
条
件

論文博士

大学を卒業後
6年以上の
研究歴がある

大学を卒業後6年
以上の研究歴と
同等以上の実績
がある

予備審査に合格した

申請する論文の専門分野
に関して人間総合科学
学術院の研究指導担当に
主査となるべき適任者が
いる

研究業績が
不足しています

研究歴が不足
しています

本学位プログラム主担当
教授の紹介書がある

課程博士

修了要件として
必要な単位を修得
し、課程博士の
課程を年限通りに
修了予定である

修了要件として
必要な単位を修得
し、課程博士の
早期終了が認め
られている

本学位プログラム
では審査委員会を
構成できません

主担当教授へ
紹介書を依頼する

予
備
審
査

本
審
査

申請資格が
ありません

審査付き国際学会に
筆頭著者（複数第一
著者可）として1 編
以上発表し、その
プロシーディングが
公開されている

自身の制作や
プロジェクトの作品
1 点が、審査制度の
確立している組織に
よって国際的に評価
されている

予備審査申請書類を提出

本審査申請書類を提出
(論文博士の場合のみ要審査費用)

本審査に合格した

論文を修正して予備審査に再度申請
してください。課程博士の場合は、
各専門教員からの執筆指導を受ける
ことができます。
論文博士で予備審査申請した後に
指導を必要とする場合、課程博士に
ついてもご検討ください。

学位授与 : 博士(デザイン学)

審査終了

本学位プログラムが指定するコンピテンスの基準に
到達している
(定められた期日までに到達する見込みである)

達
成
度
評
価

はい いいえ

デザイン学 学位プログラム 学位取得フロー
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デザイン学学位プログラム

教務委員会

審査制度の確立して
いる学術雑誌に筆頭
著者(複数第一著者可)
として原著論文を２編
以上発表している
(印刷中のものを含む)

審査制度の確立して
いる学術雑誌に筆頭
著者として原著論文
1編を発表している
(印刷中のものを含む)


